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４ カリキュラム・マネジメントの充実

１ カリキュラム・マネジメントの重要性

カリキュラム・マネジメント

各学校においては、児童生徒や学校、地域の実態を適切に把握し、

①教育の目的や目標の実現に必要な教育の内容等を教科等横断的な視点で組み立てていくこと

②教育課程の実施状況を評価してその改善を図っていくこと

③教育課程の実施に必要な人的又は物的な体制を確保するとともにその改善を図っていくこと

などを通して、教育課程に基づき組織的かつ計画的に各学校の教育活動の質の向上を図っていくこと（以

下「カリキュラム・マネジメント」という。）に努めるものとする。

「個別最適な学び」と「協働的な学び」との関係

「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実を図る上でも、カリキュラム・マネジメントの

充実が重要であり、各学校が持っている教育課程の編成・実施に関する裁量を改めて認識し、学校や地域

の実態に応じて責任を持って柔軟に判断できるようにしていくことが大切
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２ カリキュラム・マネジメントの充実に向けて

児童生徒や学校、地域の実態を適切に把握

教育の目標を明確化

教科等横断的な視点に立った資質・能力の育成 教科等の枠を超えた横断的・総合的な学習の推進

教科等間のつながりを意識して教育課程を編成・実施することが重要

明確な教育目標の設定
教科等間のつながりを意識して教

育課程を編成・実施

■ 教育課程の編成に当たっては、学校教育全体

や各教科等における指導を通して育成を目指す

資質・能力を踏まえつつ、各学校の教育目標を

明確にする。

■ あらゆる教科等に共通した学習の基盤となる

資質・能力や、教科等の学習を通じて身に付け

た力を統合的に活用して現代的な諸課題に対応

していくための資質・能力を、教育課程全体を

見渡して育んでいくことが重要となる。

教育課程の編成
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３ 教育目標と教育課程の編成

「教育目標」を教育活動の質の向上につなげるために

○ カリキュラム・マネジメントの必要性について教職員間で理解を深める

○ 各学校における自己評価の現状を学校全体で改めて確認する

○ 年度当初に重点目標を明らかにして、各分掌、学年、教科等、教職員一人一人が目標を考える場面を

設定する 等

未来の姿から逆算して、現在の学年・教科・単元

等でどのような指導を行うべきかという長期的な

視点で行うことが重要

学校と家庭や地域、企業等とが育成を図る資質・

能力やその重要性、発達の段階に応じた指導や長

期的な視点に立った資質・能力の育成などについ

て認識の共有を図ることが重要

児童生徒が学校を卒業し社会に出た後も見通し、育成を目指す資質・能力を明確化

教育課程の編成・実施に当たっては
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4 教科等横断的な視点からの教育課程の編成

教育の目的や目標の実現に必要な教育の内容等を選択
◆ 各教科等の内容相互の関連を図りながら指導計画を作成
◆ 児童生徒の生活時間と教育の内容との効果的な組合せを考える

各教科等の関連を明らかにした指導計画例 （「今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開」（小・中学校編））
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5 教育課程の実施状況の評価と改善

児童生徒の資質・能力の育成に当たって

○ 各種調査結果やデータ等を活用して、児童生

徒や学校、地域の実態を定期的に把握

○ 教育の目的・目標の実現状況や教育課程の実

施状況を確認・分析

○ 課題となる事項を見いだし、改善

教師全員がカリキュラム・マネジメントに参画し、
学校がチームとして取り組むことが重要

□ 学力調査等の結果の活用をカリキュラム・

マネジメントに位置付ける。

□ 学習評価を教育課程の評価等と結び付ける。

□ 教育課程の評価を学校評価と関連付ける。

学習評価の改善を授業改善及び組織運営の改

善等に向けた学校教育全体のサイクルに位置付

けていくことが必要


